


















１－２　建設機製造業B（昌原市：チャンウォン市）：2016 年 1月 29 日実施
（１）会社の概要




































１－４　経済団体D（昌原市：チャンウォン市）：2016 年 1月 30 日実施



























































































３－１　繊維製品製造メーカー J社（ホーチミン市）：2017 年 2月 23 日実施
（１）ベトナム進出の経緯と今後の目標


















　従業員は延べ 1000 名程度であり、そのうち日本人は 6 名である。
（２）人材について
　従業員の離職率は 20 ～ 30% 程度である。旧正月（テト）後は 50％前後になることもある。
　人材の特徴としては若い人が多く、会社に対してロイヤリティーを求める。








　輸送時間は、大阪は 6 日間であり、センター納品まで 9 日である。製品は、注文を受けてから 2 ヶ
月で生産できる体制となっている。
　在庫は、製品在庫は持たない。原材料在庫は約 1.5 ヶ月分保有している



































　ホーチミン市内においては、大型トラック（2.5 トン以上及び総重量 5 トン以上の車両）の走行
可能時間帯は 0：00-6：00 であり、小型トラック（2.5 トン以下及び総重量 5 トン以下。ただし、
実質的には 1.9 トン）は 8：00-16：00、20：00-6：00 のみ走行可能である。
　ハノイ市内においては、大型トラック（1.25 トン以上）の走行可能時間帯は 21：00-6：00 であり、




４－１　コンビニエンスストアＯ社（バンコク市）：2017 年 3月 1日実施
（１）会社の概要と目標
　現在、直営店舗の比率が高いため、今後は FC 化を進めたいと考えている。








４－２　コンビニエンスストアＰ社ＤＣセンター（バンコク市）：2017 年 3月 1日実施
（１）センターの概要
　外資系運送企業に運営を委託している。冷凍冷蔵倉庫、ドライ倉庫の３温度帯で対応している。
ドライ３、チルド１，ハブ２の計６施設ある。
（２）仕分け・納品・検品について
　高額商品については、盗難防止のため箱を密封している。
納品前にランダムでピッキングの確認を行う。欠品はほとんどなく、店舗への誤納率も低い。
（３）配送について
　配送については、４輪車と６輪車（１- ３ｔ車）で行う。ドライの１車両当たり４輪車であれば
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２- ４店舗、６輪車であれば６- ８店舗の配送を行う。
　ピッキングを 20 時以降に行い、市内の交通規制にあたらない走行可能時間帯に配送を行う。
　　＜現地調査記録　報告者＞
１．韓国
　　アジア産業研究センター　客員研究員
 嘉悦大学准教授 姜　徳洙
２．カンボジア
　　アジア産業研究センター　研究員
 専修大学商学部准教授 大崎　恒次
３．ベトナム
　　アジア産業研究センター　研究員
 専修大学商学部教授 岩尾　詠一郎
 専修大学商学部准教授 大崎　恒次
４．タイ
　　アジア産業研究センター　研究員
 専修大学商学部准教授 大崎　恒次
